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7.年収

インターネット利用者の年収の分布は図13のとおりである（インプレス調査：

既接続者のみ対象。N＝950）。男性では「500万円〜1,000万円未満」の層が全体

の46％を占める結果となった。図9に示した「30歳以上35歳未満」(32％）「35歳

以上40歳未満」（23％）「40歳以上45歳未満」（11％）の男性の多くがこの階層に

重なると思われる。

ただし、この数字は「30歳以上35歳未満」がピークにくるサンプルを基にした

ものであるため、ただちに「インターネットを利用する男性の年収は500万円〜

1,000万円未満が中心」とはいえない。CSJの調査には項目として入っていないの

で断定できないが、図8から類推するとその割合はかなり下がると思われるし、

ピーク自体も1、2ランク下にできそうである。

興味深いのは女性の場合「300万円未満」（46％）がピークになっている点だ。

学生や専業主婦などは当然として、社会人の中にもこの層に含まれる人がかなり

いるものと想像される。少なくともこの結果を見る限り、女性ついてはインター

ネットの利用と年収の多寡とはあまり関係なさそうである。

8.趣味・コンピュータの利用歴

趣味の分布は図14のとおり（インプレス調査：既接続者のみ。N＝950）。「パ

ソコン・コンピュータ・PC・MAC」（10％）が頭一つ抜きん出ているものの、全

体的に偏りは見られない。「パソコン通信」を含めてもパソコン関係を趣味にし

ている人は11％で、この調査だけを見ると俗にいう「オタク」派が主流というわ

けではなさそうだ。むしろインターネットを利用しているのは、流行に敏感で、

多趣味の人が多いように想像される。インターネットもいくつかの趣味の中の1

つとして楽しんでいるのかもしれない。

そうした人たちのコンピュータ利用歴を見たのが図15である（インプレス調

査：既接続者のみ。N＝949）。「10年以上15年未満」(28％）をピークに「5年以

上10年未満」（27％）「1年以上3年未満」（15％）「15年以上20年未満」（12％）と

続く。この層だけでほぼ8割、「3年以上5年未満」を含めると9割以上に達する。

つまり、大半の人が1年以上の経験を持っているわけだ。

この結果を図2、図3と重ね合わせると、インターネットの利用者はインターネ

ットを目的にコンピュータを始めたわけではなく、もともとコンピュータに慣れ

親しんでいる人たちが新しい利用法としてインターネットも選択した、と考える

のが自然のようである。したがって今回の調査で見る限り、この1年のインター

ネットの隆盛はコンピュータの既存ユーザーの買い換えは促進したとしても、新

規ユーザーの拡大には必ずしも大きな貢献をしたとはいえないだろう。
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インターネット利用者の実像と利用状況
第 3 章インターネットの現状

研究・開発 
15%

製造業 
27%

建設業　2%

運輸・通信　5%

医療機関　3%
商社・卸売・ 
　　小売業　8%

農林・水産業　1%未満 

学生 
9%

その他 
10%

金融・保険・証券　2%

無回答　1%

マスコミ　4%

教育・研究所 
10%

政府・公共機関　4%

図12 業種分布 (I)

300万円未満 
10%

1,000万円以上 9%

300万円～ 
500万円未満 
30%

（男） 

500万円～ 
1,000万円未満 

46%

回答なし 5%

300万未満 
46%

300万～ 
  500万未満　31%

500万～ 
1,000万未満　17%

1,000万以上　0% 回答なし　6%

（女） 

図13 年収 (I)

パソコン・コンピュータ 
PC・Mac　10%

音楽　6%

読書　6%

旅行・海外旅行　5%

スキー　5%

テニス　4%

ゴルフ　3%

写真　3%

バイク　1%

その他　29%

回答なし 
14%

映画　1%

パソコン通信　1%
釣り　2%

アウトドア　1%

アマチュア無線・HAM　3%

車・ドライブ　5%

図14 趣味 (I)

図15 コンピュータの利用歴 (I)

半年以上　2%

半年以上1年未満　2%

　1年以上 
3年未満  15%

　3年以上 
5年未満  11%10年以上 

15年未満  28%

15年以上20年未満　12%

　5年以上 
10年未満  27%

20年以上  1%

回答なし　2%
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